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　９月３日事業提携推進委員会が開かれ下記のことが
論議され確認されましたのでお知らせします。
　活動推進の基本評価と成果
　この一年間、確実に成果を生み、新たな課題も提
起される状況を作り出しました。（ピロリ菌検査２回
3000件で1000万円、住宅リフォーム相談４店舗25人
参加８件の契約680万円、ビジネススクール受講６人、
少し先になりますが病院食や福祉施設の配食事業の委
託契約、イリス北8条における高齢者運動教室の10月
スタートなど）　
　今年度提携が進まなかった課題の再挑戦
　希望はあるものの今年度前進しなかった、葬祭事業
や重油と紙おむつなど消耗品の共同購入は、条件を見

　今年も灯油価格をお知らせする季節になりました。
会員生協様のご協力をいただき『灯油の価格調査』を
開始しています。当会のＨＰ「灯油価格情報」に９月

直し今年度再挑戦することとなりました。
　今後の取り組みとして
　検診バスを利用した健康診断やインフルエンザワク
チン接種などが道医療生協さんから提起され具体化を
推進することとなりました。
　また、ヒアリング調査で要望の多かった、福祉事業
分野の取り組みは、PJ をつくり①助け合いの会活動、
ケアマネ事業、訪問介護事業の推進検討②福祉人材の
育成、復職支援、研修事業の推進検討③くらし応援情
報の収集と提供、データベース化の調査研究などの活
度が確認されました。
　具体化が決まりましたら、会員生協にお知らせしま
す。

より毎月１日現在価格で、来年の３月まで掲載してい
きます。北海道はこれから本格的な需要期に向かいま
すので灯油の価格が心配です。

　８月23日コープさっぽろ北12条店２Ｆ会議室にお
いて、東山寛先生と大熊久美子氏の対談形式による「Ｔ
ＰＰ講演会」第２弾を開催しました。
　全道各地区17会場をＴＶ会議システムで結び、講
演会参加者は179名と関心の高さが伺われます。

明いただくことでしっかりと理解する機会となりまし
た。組合員活動の今後の進め方としては、「自作パン
フを用いての啓蒙活動と消費者意識調査」と「コープ
de トークでの自作パンフ配布」の２点をお知らせ活
動として進めて行きます。

　私たちに直
接 関 わ る 医
療・保険の分
野での講演で
したが、食以
外の重要な内
容を知ること
が 出 来 ま し
た。少なく偏
っている情報

に対しネット
ワークづくり
が大切である
こと、国内法
の改正に目を
向けて声をあ
げることの重
要性を、日常
生活に置き換
え具体的に説

◆　お　知　ら　せ　◆

道連ＨＰに“道内生協の灯油価格”を掲載しています

「どうなるの？私たちのくらしとＴＰＰ」講演会
8月23日：10：30～ 12：30　コープさっぽろ12条店2Ｆ会議室

講師：北海道大学大学院農学研究院　東山　　寛　博士
　　　北海道食の自給ネットワーク　大熊　久美子　氏

～事業提携推進委員会報告～



　８月31日㈯、札幌市東区つどーむにて、未来を担
う子ども達やご家族に「食」の大切さを体験し、学
び、発見してもらう「食べる・たいせつフェスティバ
ル」を開催いたしました。お取引先様や学校、行政か
ら71団体、コープさっぽろ内部から19の出展があり、
9310名の来場者で賑わいました。３つの体験ひろば
では終日イベントが開かれ、各ブースでもバター作り
や魚のタッチプール、はちみつの採蜜体験にペットボ
トルアートなど、多くの企画が催されました。組合員
活動委員会では「食」「環境」「子育て」の３つのテー
マから、食事のバランスチェックやクイズ、重曹クレ
ンザー作り、お菓子の家作りなどの企画で、親子で楽
しんでいただくことが出来ました。また、生産者と直
接話しをしながら農産物を購入したり、珍しい野菜の
食べ方を教えてもらうなど、安心安全でおいしい道産
食材を広く知っていただく生産者・お取引先様・組合員

　札幌医療生協では、組合員さんはもとより地域の
方々のニーズに応え、少しでも生活に役立つ病院を目
指してさまざまな取り組みをしています。毎月定期的

に医療講演を開催
し、いろいろな職種
の職員がそれぞれの
専門分野から身近で
役立つような情報を
発信しています。ま
た、毎年病院祭を開
催しており、今年

ートや模擬店など賑わいを見せておりました。これか
らも末永く地域の皆様に愛される病院を目指して取り
組んでいきたいと考えております。

　敷地内には、動物園、乗馬クラブなどがあり、自然
豊かな温泉地での研修交流会でした。今回も、道連か
らの支援及び前川専務よりの心温まる激励のおことば
を頂き、誠に有りがとうございます。
　前半は「釧路はるとりの里」の尾形氏の「地域福祉
に関わって」と題し、助け合いの会も含めた地域資源

　会を重ねる度に、担当地区の意気込みが伺え釧路の
交流会も盛会裏に終える事ができました。
来年は、記念すべき「第10回目」を札幌にて行ないます。

テーマ《地域福祉の中での助け合いの会》
2013年８月24日㈯釧路市山花温泉 リフレ　54名出席
※毎年、各地区持ち回りで担当し開催する。

【お問い合せ】
「コープくらしの助け合いの会」事務局

＜札幌地区＞札幌市西区発寒11条5丁目10-1
コープさっぽろ本部内
電話（011）671-5718

の交流の場として
も浸透していって
います。
　コープさっぽろ
をはじめ、出展者
様の食に対する考
え方・取り組みを
実感していただく
食育イベントとし
て、来年度もさら
に多くのかたに足
を運んでいただけ
るよう楽しい企画
を考えていきま
す。

も ８ 月24日 ㈯ に
第14回 目 の「 ふ
れあい病院祭」を
開催しました。当
日は雨にもかか
わらず、250名程
の方々が来て下さ
り、ロビーコンサ

た。後半の「コミ
ュニケーションの
取り方」では、教
育委員会の治田氏
の指導のもと、知
らない方と親しく
なるゲームで汗を
流しました。

の発掘・開発・創出
など地域全体で考
えていく時代であ
ること、又認知症
への理解などポイ
ントを的確にとら
えて分かりやすく
お話いただきまし

第7回　食べる・たいせつフェスティバル　in 札幌
コープさっぽろ

～ 地域に根ざした病院を目指して ～札幌医療生協

第９回全道交流会イン釧路終わる
コープくらしの助け合いの会


